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略盆点前 

１．お盆を建付に置いて茶道口に座る。 

２．（襖を開けて）一礼（『お薄を差し上げます』等）。お湯の前までお盆を運ぶ。 

３．一度下がって、建水を持ってお盆の前に座る。（出入りはたったまま） 

４．お盆を持って、客付きの方に回ってお盆を置く。（体もお盆の方に向く） 

５．建水を膝のあたりまで進め、居住まいを正す。 

６．袱紗を捌いて棗を拭く。拭き終わったら中央よりやや左側に置く。 

７．ふくさを捌き直して茶杓を拭く。拭き終わったらお盆の縁、右手前に置く。 

８．その手で茶筅を取って棗右隣に置く。（棗一個分程度間を開ける。） 

９．茶巾の手前を持って、お盆中央右側に置く。 

10．袱紗を右手でお盆左奥に置いて、ポットを持ち、茶碗にお湯を入れる。 

※鉄瓶の場合は袱紗を右手に持って蓋を閉め、押さえながらお湯を入れてから袱紗を置く。 

11．右手で茶筅を取って、茶筅通し（３回縁に預ける）を行う。終わったら、茶筅を元の場所へ戻す。 

12．右手で茶碗をとり、左手に持ち替え、建水にお湯を捨てる。 

13．右手で茶巾を取り、茶碗を茶巾で拭く。茶碗の中に茶巾を入れて、茶碗をお盆に戻す。茶巾を戻す。 

14．茶杓を取って、お菓子を勧める。『お菓子をどうぞ』 

15．左手で棗を横から持って、茶杓を握り込み、棗の蓋を開けてお盆の縁にかける。 

16．茶杓で抹茶を奥の方から軽く２杯、茶碗に入れる。入れ終わった時に軽く茶碗の縁をたたく。 

17．ポットを持ち、茶碗にお湯を入れる。 茶筅を持って、お茶をたてる。 

18．茶碗を持ち上げて左手に乗せ、２回回し、正面を客位に向けて畳に置く。 

19．茶碗が戻ってきたら、右手で取り、左手で受けて中身を確認する。 

20．茶碗をお盆に置き、お湯を注ぐ。右手で茶碗をとり、左手に持ち替え、建水に水を捨てる。 

  【正客】お湯を捨てている動作の時に、『どうぞおしまいください。』 

21．右手で軽く受け、茶碗を右手に持ち替えてお盆に置く。 

22．『おしまい致します。』と挨拶をする。 

23．もう一度、茶碗にお湯を注ぎ、茶筅通し（先にすすいで、２回縁に預ける）を行う。 

24．お湯を捨てて、茶巾を茶碗の中に置いて、茶碗を右手でお盆に置く。 

25．茶筅を最初のように茶碗に入れ、その手で茶杓を持って、建水を引く。 

26．茶杓を握り込み、袱紗捌き。茶杓を拭いて（２回）、茶碗の縁に伏せて置く。棗を元の位置に戻す。 

27．袱紗を建水の上で払って、袱紗を腰につける。お盆を両手で持って正面に回る。 

28．お盆を置いて、建水を持って下がる（左足を右に引いて回る） 

29．もう一度入って、座り、お盆を両手で持って下がる（左足を左に引いて回る） 

30．茶道口に座ってお盆を建付にに置いて一礼して終了 
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